
上
海
市
の
住
民
基
礎
年
金
制
度

第回

年金アップも農村部では不安大きく

　
２
０
２
１
年
１
月
よ
り
上

海
市
都
市
部
と
農
村
部
の
住

民
基
礎
年
金
受
給
額
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
受
給
対
象
は

定
年
年
齢
（
女
性

歳
、
男

性

歳
）
時
点
で
、
累
積
納

付
年
数
が
満

年
に
達
し
て

い
る
者
と
な
り
ま
す
。

　
増
額
に
は
具
体
的
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
人
当

た
り
一
律
月

元
の
増
額
、

そ
し
て
２
０
２
０
年
ま
で
に

女
性
満

歳
、
男
性
満

歳

に
達
し
た
者
を
対
象
に
、
月


元
増
額
、
さ
ら
に
２
０
２

０
年

月
に
受
け
取
っ
た
月

額
住
民
基
礎
年
金
を
基
準
と

し
、
３
％
増
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
　

　
人
事
・
社
会
保
障
局
が
発

表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
上

海
市
の
２
０
２
１
年
の
退
職

者
全
体
住
民
基
礎
年
金
の
増

額
率
は
、
前
年
比
４
・
５
％

増
で
、
西
部
都
市
と
比
べ
る

と
約
１
０
０
元
多
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
受
給
額
の

最
低
水
準
は
一
人
当
た
り
月

額
１
２
０
０
元
と
な
り
、
約

１
０
０
元
の
増
額
が
確
定
さ

れ
ま
し
た
。
　

　
ち
な
み
に
上
海
の
住
民
基

礎
年
金
の
増
額
率
は
、
全
国

主
要
都
市
で
最
高
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
民
基
礎
年

金
受
給
額
の
増
額
は
上
海
な

ど
の
都
市
部
だ
け
で
な
く
、

近
年
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
山
東
省
で

は
１
１
８
元
か
ら
１
４
２
元

（

元
増
）
、
深
圳
で
は
３

０
２
元
か
ら
３
２
２
元
（


元
増
）
に
増
額
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
受
給

額
が
増
額
さ
れ

た
と
し
て
も
、

農
村
部
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
生

活
に
課
題
は
残

り
ま
す
。

　
５
月
に
発
表

さ
れ
た
２
０
２

０
年
中
国
人
口

セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
、
退
職
制

度
の
な
い
農
村

部
人
口
は
上
海
市
全
体
の


％
と
高
い
割
合
で
す
。
手
厚

い
保
障
が
約
束
さ
れ
て
い
な

い
農
村
部
の
人
た
ち
は
、
高

齢
に
な
り
、
仕
事
か
ら
離
れ

る
と
、
社
会
保
障
制
度
や
子

・
孫
に
頼
る
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
安
価
で
介
護

を
受
け
ら
れ
る
施
設
が
少
な

く
、
ま
た
、
子
・
孫
は
都
市

部
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
た
め
、
面
倒
を

見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と

い
う
高
齢
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
農
村
部
の
高
齢
者
は
、
歳

を
重
ね
る
ほ
ど
、
不
安
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で

す
。
年
金
受
給
額
が
増
額
さ

れ
て
も
、
高
齢
者
の
生
活
に

関
す
る
課
題
が
解
決
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。


